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第 4 章 実践テクニック Part1 
ⅰ）エントリー判断時の注意・注目ポイント 

■移動平均線の向きを確認して判断 

押し目判断時間チャートにおいて、条件完了と判断した上で、いざ

エントリーしようと決断した時に、同チャートの MA（移動平均線）

の向きを確認します。その結果、 

 

●水平・肯定の場合（右図上限） 

何も問題ないので、そのままエントリーOK。 

 

●否定の場合（右図下限） 

エントリー後、MA（移動平均線）否定付近や向かい側の BB（ボリ

ンジャーバンド）±2σ付近で反発され、戻ってくる可能性が高いの

で、一つ上の時間チャートを確認しに行く。 

 

※移動平均線が否定の場合、一つ上の時間チャートを確認しに行くこ

とで、右図上限のチャートになっていることがあるので、きれいなチ

ャートでトレードすることが、勝率をより高いものにしてくれます。 

 

 

 

 

■参考図：移動平均線の向き①[MT5] 

※移動平均線【否定】 

※移動平均線 
【水平・肯定】 
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第 4 章 実践テクニック Part1 
ⅰ）エントリー判断時の注意・注目ポイント 

■移動平均線の向きを確認して判断 

 

≪ デメリット ≫ 

●移動平均線の否定でも反発しない 

移動平均線の否定で反発するという事例は、あくまで可能性の話に

なるので、移動平均線が否定の状態で反転サインが出た場合、その

まま反転することもよくあること。 

 

●移動平均線の否定判断が難しい 

そもそも移動平均線の否定を判断することが難しいです。押し目と

して、BB±2σまで押し目を待って反転を待つので、よほどの勢い

や力がかかっていないと移動平均線の水平や肯定を見つけること

は出来ないからです。その上、どの程度の向きが否定になるのかと

いうのは、過去チャートを見れば、一目了然ですが、リアルタイム

でチャートを見ていると、価格同様に移動平均線も動いているの

で、判断が難しいです。 

 

 

 

 

 

■参考図：移動平均線の向き②[MT5] 

USDJPY.20210223.6 時間チャート 

EURUSD.20201111.4 時間チャート 

※移動平均線【否定】 

※移動平均線【否定】 
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第 4 章 実践テクニック Part1 
ⅰ）エントリー判断時の注意・注目ポイント 

■トレンドはいつまでも続かない 

大前提の話として、FXの価格変動とは、『上へ向かえば、どこかの

タイミングで下を目指し、逆に、下へ向かえば、どこかのタイミン

グで上を目指す』ということ繰り返すことが基本です。従って、『上

へのトレンド』も、『下へのトレンド』もいつかは終わりがきます。

これは、FX トレードを行う上で、このことを理解しておく必要が

ある重要事項です。これを理解しておくことで、次の 2つのことを

想定出来ます。 

 

①FX トレードにおいて、たった一つの手法で全てを把握できない。 

 

②日足チャートのトレンドが終わったということは、次のトレンド

が出来るまで時間がかかるので、別通貨ペアを選択することが望ま

しい。 

 

右図のように日足チャートでも、波は上や下へ向かうことでチャー

トを形成します。 

 

 

 

■GBPUSD – 日足チャート（2021/02/03～04/02）[MT5] 
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第 4 章 実践テクニック Part1 
ⅰ）エントリー判断時の注意・注目ポイント 

■BB±2σにタッチしない場合も存在する 

右参考図のように、BB-2σにタッチせずに反発反転することもあり

ます。従って、この手法を使った FXトレードでは、柔軟な思考で

トレード判断をする必要があります。 

 

右参考図の場合は、6時間チャートでタイミングをとってトレード

すれば、手法のルール通りになるわけですが、先に解説した【MA

（移動平均線）否定の場合は、注意する】というテクニックで言う

と、6時間チャートの MAは否定ともとれる向きにあるので、エン

トリーは見合わせた方がいいのではないかと判断する方もいるか

もしれません。 

 

しかし、その判断は、『正しくあるし、間違いでもある』という結

論になります。それは、FX チャートのインジケータは、あくまで

後付けの産物なので、チャートのどんな状 でも正確に反映するも

のではないということです。なので、トレードをするにあたって柔

軟な思考が重要です。 

 

 

 

 


